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⑥
海
外
へ
の
食
糧
依
存

日
本
の
食
糧
自
給
率
は
約
40
％
で
、
主

要
先
進
国
の
中
で
も
最
低
レ
ベ
ル

⑦
伝
統
あ
る
食
文
化
の
喪
失

正
し
い
箸
や
食
器
の
持
ち
方
、
食
事
の

マ
ナ
ー
、
郷
土
料
理
の
伝
承
な
ど

■
食
育
と
は
…

食
を
め
ぐ
る
現
状
に
対
処
し
、「
食
育
」

を
国
民
運
動
と
し
て
推
進
す
る
た
め
に
平

成
17
年
、「
食
育
基
本
法
」
が
施
行
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
法
律
は
、
国
民
が
生
涯
に

わ
た
っ
て
健
全
な
心
身
を
培
い
、
豊
か
な

人
間
性
を
は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

「
食
育
」
を
総
合
的
、
計
画
的
に
進
め
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で

「
食
育
」
を
次
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い

ま
す
。

●
生
き
る
上
で
の
基
本
で
あ
っ
て
、
知
育
、

徳
育
、
体
育
の
基
礎
と
な
る
も
の

●
さ
ま
ざ
ま
な
経
験
を
通
し
て
「
食
」
に

関
す
る
知
識
と
「
食
」
を
選
択
す
る
力

を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
で

き
る
人
間
を
育
て
る
こ
と

■
食
育
基
本
計
画

国
は
「
食
育
基
本
法
」
に
基
づ
い
て
、

平
成
18
年
度
か
ら
22
年
度
ま
で
の
5
年
間

の
食
育
推
進
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

内
容
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

①
家
庭
に
お
け
る
食
育
の
推
進

②
学
校
、
保
育
所
等
に
お
け
る
食
育
の

推
進

③
地
域
に
お
け
る
食
生
活
の
改
善
の
た

め
の
取
り
組
み
の
推
進

④
食
育
推
進
運
動
の
展
開
（
食
育
月
間：

毎
年
6
月
、
食
育
の
日：

毎
月
19
日
）

⑤
生
産
者
と
消
費
者
と
の
交
流
の
推
進
、

環
境
と
調
和
の
と
れ
た
農
林
漁
業
の

活
性
化
等

⑥
食
文
化
の
伝
承
の
た
め
の
活
動
へ
の

支
援
等

⑦
食
品
の
安
全
性
、
栄
養
そ
の
他
の
食

生
活
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
情
報

の
提
供
及
び
国
際
交
流
の
推
進

子
ど
も
た
ち
の
「
食
育
」
の
ス
ス
メ
！

私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い
「
食
」。
し
か
し
、
現
代
の
食
生
活
に
お
い
て
は
、

栄
養
の
偏
り
や
不
規
則
な
食
事
、
肥
満
や
生
活
習
慣
病
の
増
加
な
ど
、
食
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
や
「
食
」
に
対
す
る
意
識
の
低
下
な
ど
に
よ
り
、
健
全
な
食
生
活
が

失
わ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
が
生
涯
に
わ
た
っ
て
健
康
で
、
豊
か
な
人
間
性
を
は
ぐ
く
ん
で
い
く
た
め

に
は
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
「
食
」
に
対
す
る
興
味
や
関
心
を
育
て
、「
食
」
に
関
す
る

知
識
と
、「
食
」
を
選
択
す
る
力
を
習
得
し
、
健
全
な
食
生
活
を
実
践
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

■
食
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

①
「
食
」
を
大
切
に
す
る
心
の
欠
如

「
い
た
だ
き
ま
す
」「
ご
ち
そ
う
さ
ま
」

の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
わ
さ
な
か
っ
た
り
、

食
べ
物
を
粗
末
に
し
た
り
す
る
傾
向

②
食
習
慣
の
乱
れ

野
菜
が
不
足
し
た
り
、
朝
食
を
食
べ
な

い
な
ど
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
偏
っ
た
食
事

や
不
規
則
な
食
事
を
す
る
人
の
増
加

③
生
活
習
慣
病
の
増
加

が
ん
、
糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど
、
生
活

習
慣
（
偏
っ
た
食
事
や
高
脂
肪
食
、
運
動

不
足
な
ど
）
が
起
因
す
る
病
気
の
増
加

④
過
度
の
痩
身
志
向

無
理
な
ダ
イ
エ
ッ
ト
に
よ
る
弊
害

⑤
「
食
」
の
安
全
上
の
問
題

食
品
の
偽
装
表
示
、
農
薬
、
食
品
添
加

物
の
過
剰
使
用
な
ど
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■
栃
木
県
で
は
…

平
成
18
年
12
月
、
栃
木
県
食
育
推
進
計

画
「
と
ち
ぎ
の
食
育
元
気
プ
ラ
ン
」
が
策

定
さ
れ
ま
し
た
。
食
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
な
が
ら
、
家
族
で
の
楽
し
い
食
事
を

は
じ
め
、
米
や
野
菜
、
牛
乳
な
ど
栃
木
の

多
彩
な
食
材
を
い
か
し
て
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
生
活
を
推
進
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
、
特
に
子
ど
も
た
ち
の
食
育
に

重
点
を
お
い
て
取
り
組
む
と
し
て
い
ま
す
。

重
点
項
目

●
毎
日
き
ち
ん
と
朝
ご
は
ん

・
栄
養
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
朝
食
を
と
り

ま
し
ょ
う

・
朝
食
の
大
切
さ
を
理
解
し
ま
し
ょ
う

・
早
寝
早
起
き
を
し
ま
し
ょ
う

●
み
ん
な
で
楽
し
く

「
い
た
だ
き
ま
す
」

・
み
ん
な
で
楽
し
く
食
卓
を
囲
み
ま
し
ょ

う
・
食
へ
の
感
謝
の
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

・
正
し
い
食
事
マ
ナ
ー
を
身
に
つ
け
ま
し

ょ
う

●
野
菜
た
っ
ぷ
り塩

味
ち
ょ
っ
ぴ
り

・
野
菜
は
た
っ
ぷ
り

と
り
ま
し
ょ
う

・
特
に
緑
黄
色
野
菜

を
す
す
ん
で
と
り

ま
し
ょ
う

・
小
さ
い
頃
か
ら
う

す
味
に
親
し
み
ま

し
ょ
う

●
牛
乳
ご
く
ご
く
も
う
一
杯
！

・
牛
乳
は
一
日
コ
ッ
プ
二
杯
飲
み
ま
し
ょ

う
・
ヨ
ー
グ
ル
ト
な
ど
の
乳
製
品
を
と
り
ま

し
ょ
う

・
牛
乳
・
乳
製
品
の
良
さ
を
理
解
し
ま
し

ょ
う

●
学
校
栄
養
職
員
に
よ
る

食
に
関
す
る
指
導

①
全
体
計
画
に
基
づ
い
た
献
立
計
画
（
行

事
食
、
郷
土
料
理
、
リ
ク
エ
ス
ト
給
食
、

選
択
給
食
等
を
考
慮
）

②
家
庭
科
、
総
合
的
な
学
習
な
ど
、
各
教

科
に
お
け
る
取
り
組
み

③
給
食
の
時
間
、
学
級
活
動
、
委
員
会
活

動
な
ど
に
お
け
る
取
り
組
み

④
試
食
会
、
学
校
給
食
委
員
会
な
ど
、
家

庭
・
地
域
と
連
携
し
た
取
り
組
み

⑤
セ
ン
タ
ー
見
学
な
ど
の
受
け
入
れ

⑥
「
給
食
だ
よ
り
」、「
一
口
メ
モ
」、「
給

食
週
間
資
料
」
な
ど
食
に
関
す
る
情
報

の
提
供

■
学
校
給
食
に
お
け
る

食
育
の
取
り
組
み

●
地
場
産
物
の
活
用

①
毎
月
一
回
地
場
産
物
活
用
給
食
の
日
を

設
け
、特
に
栃
木
県
産
、上
三
川
町
産
の

食
材
を
給
食
に
多
く
取
り
入
れ
て
い
ま
す
。

②
県
内
産
農
産
物
使
用
日
（
三
品
以
上
）

の
割
合
90
％
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

（
平
成
19
年
度
）

③
上
三
川
町
産
食
材
使
用
製
品
を
検
討
・

開
発
し
、
提
供
し
て
い
ま
す
。（
上
三

川
町
産
の
ニ
ラ
を
使
用
し
た
ギ
ョ
ー
ザ

な
ど
）

④
生
産
者
と
の
交
流
の
推
進
を
図
っ
て
い

ま
す
。
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平成19年度上三川町食生活アンケートより
平成19年7月に町内

の小中学校の児童生徒
を対象に食生活アンケ
ートを実施しました。
20項目に渡り調査を

実施しましたが、一部
を抜粋して結果をお知
らせします。

アンケート調査結果から
朝食を食べないと午前中のエネルギー補給が不十分で、体調が悪くなったり、つかれる、やる気が起こ
らない、イライラするなどの症状を感じている子どもが多くなっています。また、肥満などの生活習慣病
につながったりするなどの問題点も指摘できます。
「朝食を食べている。」と答えている子どもについても、主食（ごはん、パン、めん類など）主菜（肉、

魚、卵類などのおかず）副菜（野菜、いも類などのおかず）をそろえて食べている子どもの割合は低く、
食事の内容にも課題があります。
家族そろって食事をすることが少なくなり、ひとりで食事をする「孤食」と言う現象は、学年が上がる
に従って増加傾向が見られます。
このようなことからも、食育は学校・家庭・地域が連携して取り組むことが大切です。

特集 
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■
家
庭
で
で
き
る
『
食
育
』
を

町
で
は
こ
れ
ま
で
も
、「
食
」
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、

教
育
分
野
、
健
康
・
福
祉
分
野
、
農
業
分

野
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の

問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
今
後
、
さ

ら
に
、
家
庭
、
地
域
、
企
業
、
行
政
が
連

携
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

体
は
、
そ
の
人
が
食
べ
た
も
の
で
成
り

立
っ
て
お
り
、
自
分
の
体
は
自
分
で
作
っ

て
い
く
も
の
で
す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
人

に
な
っ
て
、
自
分
で
食
事
を
作
っ
た
り
、

選
択
す
る
時
、
子
ど
も
の
時
に
培
っ
た

「
食
」
に
対
す
る
体
験
や
学
習
が
経
験
と

な
っ
て
活
き
て
く
る
の
で
す
。
た
と
え
ば
、

家
庭
で
食
事
を
作
る
際
、
献
立
を
「
考
え

る
」
、
食
材
を
「
買
う
」
、
「
ふ
れ
る
」
、

「
調
理
す
る
」
と
い
う
行
為
を
親
子
で
行

う
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
物
に
対
す
る
関
心

や
感
謝
の
心
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
一
人
一
人
が
心
も
身
体
も
「
食
」

の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
と
い
う
意
識
を

持
ち
、
毎
日
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先
＝

上
三
川
町
給
食
セ
ン
タ
ー

1
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『食』の大切さ・重要さを知ろう ! ～学校給食ではこんな取り組みをしています～
『食』について学ぼう
学校栄養職員による『食』に関する授業
学校給食センターでは、子どもたちへの『食』に関す

る指導の一環として、家庭科や総合的な学習の中で、学
校栄養職員が学校へ出向き、授業をしています。
子どもたちには好評で、「からだ」に対して食事がい

かに大切か、バランスのよい食事の重要性などを実際に
授業を通して学んでいます。また毎月「リクエスト給食」
を実施しており、子どもたちが考えた献立の中には、学
校栄養職員も感心するようなものもあります。

地元産の食べ物を知ろう！
1月24日は『学校給食の日』 生産者との交流会
学校給食は、明治22年に貧困児童を救済する目的では

じめられました。昭和19年に戦争のため一時中断されま
したが、戦後の昭和21年12月24日から給食が再開され
ました。それを記念して、毎年冬休みと重ならない１月
24日を給食記念日。1月24日から30日までを全国各地学
校給食週間と文部科学省で定め、全国で学校給食の意義
や役割について、児童生徒や教職員、保護者、地域の人
たちなどの理解と関心を深めるために、さまざまな行事
が行われています。
町では、１月24日に上三川小学校と本郷北小学校で、

生産者との交流会が行われました。
この日の献立は、米粉パン、牛乳、ゆば入りグラタン、

ミニトマト、ねぎ・にら入り肉団子スープで、上三川町
産・栃木県内産の食材を多く使用しています。
特に、肉団子スープには、坂入文利さん（磯岡）が生

産した「ねぎ」と、隅内英男さん（上蒲生北部）が生産
した「にら」を加えて作った肉団子が入っています。
給食を食べる前に、坂入さんや隅内さんから生産の実

態や苦労等の話をしていただき、その後、和やかな雰囲
気で子どもたちと給食を会食しました。

管理栄養士による授業の様子

隅内英男さんの「にら」の授業

児童たちと会食をする坂入文利さん


